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2S64 遺伝 子組 換 え作物 の 環境安全性 試 験

　　　　　　　　　　　　　　北海道大学農学研 究科　　大澤勝次

　遺伝子 組 換 え作物 か ら収穫 され た食材 が 、ア メ リカや カ ナ ダか ら輸入 され る よ

うに な っ て 4 年に な る 。 昨年 の 秋 以 来 、農林 水産省 や厚 生 省 が 「2001 年 4 月

か ら遺伝 子 組 換 え食 品の 表示 を義務化する 」 方針 を示 し、 それ を機に 再び 活発 な

安全性 論 争 が 起 きて い る 。

　 こ の 10 余年 間、遺伝 子 組 換 え技術 の 開発 に携 わ り、 21 世 紀 の 日本 農 業 の 革

新に 不 可 欠 な技術 で あ る との 信 念 か ら、我 が 国独 自 の 組換 え作物 の 開発 に 取 り組

ん で き た 筆者 ら （筆 者 は 本年 3 月 31 日まで 農林水産省 の 研究者 で あ っ た 、 は 、

現在 の マ ス コ ミ を媒体 に した組換 え食 品や組 換 え技術 へ の 誤解 と錯覚 の 拡大 に懸

念 を 抱 い て い る 。

　そ こ で 、 こ の 機 会 に 、筆者 自らが 担 当者 の
一

員 と して 関 わ っ た 「コ
ー

トタ ン パ

ク質遺伝 子 を 導入 し て 育成 し た キ ュ ウ リモ ザイ ク ウイ ル ス 病抵抗性 メ ロ ン 」 及び 、

「キ チ ナ
ーゼ 遺伝 子 を導入 し て 育成 した 灰色 カ ビ 病抵 抗性 キ ュ ウ リ」 を用 い た 環

境安 全性試 験 の 具 体的 デ
ー タ を示 しな が ら、

一
般 的 に組 換 え作物 の 環 境安全 性や

食品 と して の 安全性 が どの よ うに判 定 され るの か に つ い て 話 した い と思 う。 私 た

ち
一

入
一

人 の 存在 は もちろ ん の こ と 、 すべ て の 生 物の 活動 は環境 へ の 影響 と関与

を伴 っ て お り、む しろ 、 生物 の 存在 その もの が 「環境」 な の だ と考 え られ る 。 だ

か ら、 「環境安 全 性 試 験」 は 「遺伝 子 組換 え で 誕 生 した 新品 種 」 の 環境 へ の 影 響

の 予測情報 な の だ 。

　そ の よ うな 事 実 を ふ ま えて 、 こ こ で は 、 こ れ ま で の 組換え作物 の 環境安全 性試

験 の 体験 を通 し て 、 「環境 へ の 負 荷 」 の 判 定 に は どん な 基準 が 必 要 か に っ い て の

筆者 の 考 え を示 し 、 新 た な論 議 と ご批 判 を受 け た い と思 う。
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